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鉄道沿線における風監視方法鉄道沿線における風監視方法鉄道沿線における風監視方法鉄道沿線における風監視方法

～風速計の配置箇所と取付位置の考え方～～風速計の配置箇所と取付位置の考え方～～風速計の配置箇所と取付位置の考え方～～風速計の配置箇所と取付位置の考え方～
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本日の発表本日の発表

��背景背景

��風速計の風速計の配置箇所配置箇所の検討に資する技術のご紹介の検討に資する技術のご紹介

～鉄道沿線の強風箇所を抽出する技術～～鉄道沿線の強風箇所を抽出する技術～
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��風速計の風速計の取付位置取付位置の検討に資する技術のご紹介の検討に資する技術のご紹介

～風観測値に対する構造物の影響を評価する技術～～風観測値に対する構造物の影響を評価する技術～

��まとめまとめ
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風速計の配置箇所の検討：強風箇所の抽出フロー風速計の配置箇所の検討：強風箇所の抽出フロー

地形因子解析

※最大瞬間風速と

平均風速との比

突風率※

気象モデル 気流モデル

3km領域の平均風速と
200m間隔の格子点で
の風速との比

平均風速の

再現期待値
（3km格子）
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鉄道沿線の強風箇所の抽出

瞬間風速の再現期待値（100m間隔）

瞬間風速の再現期間（100m間隔）

線路構造物の形状別の

転覆限界風速
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平均風速の再現期待値平均風速の再現期待値

気象モデルおよび気流モデルを用いて，

鉄道沿線の平均風速の50年再現期待値を算出

気象モデル（3km格子） 気流モデル（200m格子）
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平均風速の50年再現期待値 (m/s) 3km格子で求めた平均風速（左）との比

線路
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強風箇所の抽出例強風箇所の抽出例
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地上10mの高さで風速40m/sを超える事象の再現期間
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モデル線区で仮定した転覆限界風速(地上10mの高さでの風速に換算）
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強風箇所の抽出例強風箇所の抽出例
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仮定した転覆限界風速が発生する再現期間
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風速計の取付位置の検討：構造物影響評価フロー風速計の取付位置の検討：構造物影響評価フロー

複線高架橋 単線盛土単線橋梁

風洞試験（縮尺1/40） 現地観測

基準位置

平均風速U
B

、標準偏差σ
B

構造物周りの測定点i

構造物周りの各観測点

ピークファクターk
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構造物周りの測定点i

平均風速U
i

、標準偏差σ
i

最大瞬間風速の推定

・基準位置 ：u
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・構造物周りの測定点 ：u
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構造物周りの各点での最大瞬間風速比
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風

90度

67.5度

45度22.5度
上流側 下流側

最大瞬間風速比（複線高架橋、桁高最大瞬間風速比（複線高架橋、桁高3.5m3.5mの例）の例）
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複線高架橋

H = 3.5m� 風向角が90度（線路に直交）に近づくほど
� 構造物の上流側よりも下流側で
� 風速計位置が低いほど
構造物の影響を受けて、基準位置での最大瞬間風速に対して増速傾向を示す。

� 下流側のレールレベルからの高さが3m以下の位置で増速傾向が顕著で、
風向角90度で最大20％以上の増速となる。
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風速計の取付位置の検討風速計の取付位置の検討
�� 単線橋梁単線橋梁、、複線高架橋複線高架橋（（共に桁高共に桁高33..55m)m)
下流側のレールレベルからの高さが3m以下の位置で増速傾向が顕著で、風向
角90度で最大20％以上の増速となる。

�� 単線盛土単線盛土（（高さ高さ66..55mm））
下流側のレールレベルからの高さが4m以下の位置で、増速率が大きく、風向角
90度で最大10％以上の増速となる。

風向角90度における増速領域のイメージ
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風
20%以上の

増速領域

10%以上の

増速領域

10%未満の

増速領域

風

10%以上の

増速領域

10%未満の

増速領域

・強風時卓越風向が明らかな場合：上流側（風上側）に風速計を取り付ける

・強風時卓越風向が不明な場合：可能な限り高い位置に風速計を取り付ける
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まとめまとめ

��鉄道沿線の風監視方法における２つのポイント鉄道沿線の風監視方法における２つのポイント

①適正な風速計の配置箇所

②適正な風速計の取付位置

��①①：鉄道沿線の強風箇所を抽出する技術：鉄道沿線の強風箇所を抽出する技術

・数値シミュレーションと地形因子解析の組み合わせ
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・数値シミュレーションと地形因子解析の組み合わせ

・車両の転覆限界風速を考慮

��②②：風観測値に対する構造物影響を評価する技術：風観測値に対する構造物影響を評価する技術

・風洞試験と現地風観測の組み合わせ

・線路構造物の形状、風向を考慮


